
病院紹介（2021年度）



2012年６月に全面新築移転をしました。創立70年以上の歴史ある病院です。



太田市について

太田市は、約２２万人の人口で、
当健保組合の母体である「ＳＵＢＡＲＵ」を中心とした
自動車産業中心の工業都市です。

東洋経済新報社・住みよさﾗﾝｷﾝｸﾞ2020
太田市は、10年連続県内１位

群馬県 上位３都市
☆★太田市 140位★☆

高崎市 204位
前橋市 221位

≪子育て支援、日本一≫
◇高校生以下の子供、医療無料化（県下で最初に導入）
◇第３子以降の子育ての公的費用は無料
・出産、幼稚園・保育園の保育料、学校の給食など
◇太田記念病院の設置
・太田市高度救急医療支援センター
◇市内すべての小中学校の耐震化が完了



当院は、救命救急センターとして、第３次救急を行い、
2019年度の1日平均外来患者数813.0人、

1日平均入院患者数344.7人、
平均在院日数10.3日、救急車受入5,918台と

「急性期型病院」として運営しています

太田記念病院 概要

病床数 ４０４床
一般病床４００床（一般３５４、ＩＣＵ・ＣＣＵ１２、

ＨＣＵ１０、ＮＩＣＵ６、健診１８）

感染症病床 ４床

病院指定
救命救急センター （H24.6～、Ｈ31.4～）
地域周産期母子医療センター
地域災害拠点病院
群馬県がん診療連携推進病院
災害医療派遣チーム群馬ＤＭＡＴ指定病院
地域医療支援病院 （H25.4～）
第二種感染症指定医療機関

職員数 合計987人 （令和3年4月1日現在）
＊正規職員＆嘱託・ﾊﾟｰﾄ含む

医師 122 (男 106   女 16 )
看護部門 568 (男 69   女 499)
医療技術部門 152 (男 76   女 76 )
事務部門 145 (男 44   女 101)
合計 987 （男 295   女 692）

29.8% 70.2 %



職員数詳細 2021年4月1日現在

医療技術部門 152

薬剤師 22

理学療法士 15

作業療法士 7

言語聴覚士 5

視能訓練士 4

歯科衛生士 3

救急救命士 5

診療放射線技師 26

臨床検査技師 38

臨床工学技士 16

管理栄養士 10

マッサージ師 1

事務部門 145

事務員 140

資格技術員 3

作業員 2

合計 987 987

部門 人数 内訳 人数

医局部門 122

医師 106

初期研修医 14

歯科医師 2

看護部門 568

看護師 511

助産師 24

保健師 1

看護教員 10

准看護師 4

介護福祉士 2

ヘルスケアシスタント 16



群馬県の医療圏について
圏域名 構成市町村

高崎・安中保健医療圏 高崎市・安中市

太田・館林
保健医療圏

太田市・館林市・
板倉町・明和町・
千代田町・
大泉町・邑楽町

前橋保健医療圏 前橋市

伊勢崎保健医療圏 伊勢崎市・玉村町

桐生保健医療圏 桐生市・みどり市

渋川保健医療圏 渋川市・榛東村・吉岡町

沼田保健医療圏
沼田市・片品村・川場村・
みなかみ町・昭和村

富岡保健医療圏
富岡市・甘楽町・
下仁田町・南牧村

藤岡保健医療圏 藤岡市・神流町・上野村

吾妻保健医療圏
中之条町・長野原町・
嬬恋村・草津町・
高山村・東吾妻町

県計 ３５市町村



当院の位置する、太田館林保健医療圏は、人口４０万人強（群馬県の約２０％）で、

群馬県で２番目の人口を抱える重要な地域です。

医療圏について

圏域名 構成市町村 面積(ｋ㎡） 人口（人）
人口１０万人
あたりの医師数

高崎・安中保健医療圏 高崎市・安中市 735.47 422,951 203.2

太田・館林保健医療圏
太田市・館林市・板倉町・

明和町・千代田町
大泉町・邑楽町

368.87
(第7位)

399,254
(第2位)

148.2
(第９位)

前橋保健医療圏 前橋市 311.59 332,403 444.0
伊勢崎保健医療圏 伊勢崎市・玉村町 165.22 246,477 171.7
桐生保健医療圏 桐生市・みどり市 482.87 155,972 185.2
渋川保健医療圏 渋川市・榛東村・吉岡町 288.65 110,064 229.4

沼田保健医療圏
沼田市・片品村・川場村・

1,765.69 77,032 188.7
みなかみ町・昭和村

富岡保健医療圏
富岡市・甘楽町・下仁

田町・南牧村
488.66 68,041 219.5

藤岡保健医療圏 藤岡市・神流町・上野村 476.73 65,698 238.6

吾妻保健医療圏

中之条町・長野原町・
嬬恋村・

1,278.55 51,817 137.9
草津町・高山村・東吾

妻町
県計 ３５市町村 6,362.28 1,929,709 228.3
全国 246.7

(国土地理院の面積調R2、県の人口統計調査R2及び群馬県地域医療支援センター資料より)



太田記念病院の役割

当院は、地域住民・行政から、東毛地区の中核病院として期待されています。
当院は、「思いやりの心で行う医療」を理念に、その役割を着実に果たしていきます。

１．救命救急センター
救命救急センターとして、「断らない」をモットーに取組んでいます。

２．地域医療支援病院（2013.4.1.～認定取得）
①．紹介・逆紹介
②．他の医療機関に対して高額な医療機器や病床の共同利用
③．地域の医療従事者の向上のため生涯教育等の研修実施
④．救急医療の提供

３．地域周産期母子医療センター

４．地域災害拠点病院
①．耐震耐火構造の建物（免震構造）
②．資器材等の備蓄
③．応急収容するために転用できる場所
④．応急用資器材、自家発電機、応急テント等により自己完結
（外部からの補給が滞っても簡単には病院機能を喪失しないこと）
⑤．ヘリポート確保

５．特徴ある各診療科活動



群馬県の救命救急センターについて

群馬大学附属病院

前橋赤十字病院

高崎総合医療ｾﾝﾀｰ

太田記念病院

人口約４０万人
東毛地域で唯一の救命救急センター

※当院の救急車応需率・・・約97％
※2019年6月応需率・・・100％

県内4か所 ・前橋赤十字病院 ：高度救命救急センター、DH 2003年開設

・高崎総合医療センター ：救命救急センター 1983年開設

・太田記念病院 ：救命救急センター 2012年開設

・群馬大学医学部付属病院 ：救命救急センター 2016年開設



病院の機能
◆救命救急センター （１Ｆ）
≪三次救急医療機関≫
心肺停止、重症外傷、重症熱傷、中毒、脳卒中、心筋梗塞など多数の疾患
ＩＣＵ・ＣＣＵ、ＨＣＵを完備
※多数のドクターヘリの受け入れ(2019年度 62件)
2019.4～ ドクターカー試験運用開始



◆心臓血管センター （３Ｆ）
・心臓血管外科、循環器内科でチーム
・心カテ室とＣＣＵを直結配置
・ハイブリッド手術室を整備
・循環器主体の病棟を隣接

心臓カテーテル室

手術室

ハイブリッド手術室



◆脳神経系フロアー （４Ｆ）
・脳卒中を中心に、脳神経疾患を治療・看護

◆地域周産期母子医療センター （５Ｆ）
・産婦人科、小児科、小児外科病棟、分娩室、新生児室、ＮＩＣＵを集中配置

≪ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）６床≫ ≪ＬＤＲの設置 ３室≫

◆各病棟（各フロア）
ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝに接した観察しやすい病床を配置



患者様・職員にやさしい医療環境

コンセプト： 「森の散歩道」

①敷地内全体に、豊かな緑を配置

②病院内は、森の中を散歩するイメージ
１・２Ｆ 外来： 地上の木々の間を歩くイメージ
３Ｆ ～ 病棟： 大きく広がった枝葉の中を歩くイメージ
健診 ： 元気が出る色彩イメージ
学院 ： 落ち着きのある学びのイメージ

③屋上庭園
癒し、くつろぎ、リハビリの場

④カフェ、コンビニ、レストラン
くつろぎ と 利便性



働き易い職場環境

スタッフステーション

職員食堂

ファミリーマート

ドトールコーヒー



カフェテリアプラン（選択型福利厚生制度導入）

１年間の持ち点300ポイント（1ポイント100円）を

・育児・介護 （オムツ代・保育料・ベビーカー 等）
・自己研鑽 （専門書購入・学会費 等）
・美容 （美容室代・エステ代 等）
・健康増進 （スポーツジム代・人間ドッグ・体重計費 等）
・個人旅行 （宿泊・テーマパーク・映画 等）

上記の枠内で各自が自由にポイントを利用できる選択型福利厚生制度です。
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カフェテリアプラン（選択
型福利厚生制度導入）

スキルアッププラン（教育支援制度）

2021年4月より新教育支援制度を導入します。

【目的】
職員のスキルアップ支援及び医療の質の向上を目指します。

・資格更新費用
・資格試験の費用 （合格必須）
・講習会参加費 （業務外）

上記の内容などに利用できる制度です。
自分自身のスキルアップの為にもご利用
できる新教育支援制度です。



職員旅行

2018年 2019年



仕事と子育て両立支援

◆女性の妊娠・出産を全力でサポートし育児後も
復帰しやすい環境が整っています！



DPC（包括評価）病院

平成２９年度
DPC標準病院群

平成３０年度
DPC特定病院

平成30年4月の改定に伴い、当院は

DPC標準病院群⇒DPC特定病院へ昇格しました！！

・大学病院本院群 82施設
・DPC特定病院 155病院
・DPC標準病院 1493病院



皆さまのご応募お待ちしております


